
市政大野1963．1．1 （毎月1日発行） （1部2円） （昭和34年9月16日第5顧郵便物認可） 第105号 □）

哨
咬 大侭

発行

福井県大野市役所

（総務課広報係）

電話（代）6－3600

　

夜間6－3601

印刷松浦印刷所

1
2
月
の
人
口
の
動
き

出生男35女24計57

死亡〃23S・20〃43

転入川21り65〃286

転出Z・153・・1614・514
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お
も
な
こ
と
が
ら

【1瓢】△電源開発

5月着工△市長、

議長年頭あいさつ

△一般会計7億8千

220万円△成人式

は5月15日

【2爾】△区画整理

事業着手△有権者

は2／j7T－237名△

国欽駅前舗装△亀

山公園の開発乙み

の又林道完成

5月着工、42年完成
待望の電源開発

　

長年の念願であった奥越電源開発は

12月6［］に開かれた電源開発調整審議

会で、長野、湯上地点の開発計画が認

められ、いよいよことし5月から着工

　

、42年に運転を開始します。

　

問宛計画によるーと、長野に高さ124

壽の揚水式グムを造り、最大出力22む

KW、石敵白川に高さ22摺の山原調整

池を造り、長野の放流水と合わせて湯

上に出力5Jj5不KW、同じく湯上に高

さ26rrvの西勝原第5調整池を造り、打

波川の一部と合わせて西勝原に出力4

万8千KWの発電所を建設することに

なっています。

　

工事は艮野、湯上の両発電所を電源

開発会社が総工費350億円でことし5月

に着工、西勝原第5発電所は北陸電力

が総工費44億円で電発より2年ほどお

くれて着工の予定です。この事業で水

没するのは、529世帯と農地I91ha山

林868haの予定です。

　　

：受け入れ体制に万金を

　

市では、電源開発の工事堪地が大野

市になるよう、大野～朝日間の道路改

修など関係機関へ強く運動するととも

に、水没者の受け入れ吋策として塚原

の開拓計画（兼業農家）や市街地周辺

の宅地造ま成など、綿密な計画が進めら

れています。

　

一方、商工会議所が中心となって近

く大野、μ、和泉村をふくめた商工業者

の連合会を設立し、物資の販売、輸送

体制を猿える計画も進んでいます。

工業調査はじまる

　

12月31日現在で市内の製造卸売業者

を対象に工業統計調査が行われます。

近いうちに調査μがお伺いいたします

からご協力をお願いします。
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総額7億8千220万円
定例市議会 一般会計追加更正予算

　

第59回定例市議会

は12月20日から6日

間開かれ、57年度一

般会計追加更正予算

案など14議案と、請

願4件、陳情16件に

ついて慎重な審議が

行なわれ、％年度決

算の認定は特別蚕は

会に付託されたほか

は、いずれも原案通り可決採択されま

した。おもな議案はっぎのとおりです

一般会針追加更正1千739万8千700円

　

こんど追加されたおもなものは災害

　

土木復旧費の624／jl千円・農業関係

　

の補助金145万と人事院勧告による

　

人吽費の増加で、予算総額7億8千

　

220万8千242円となりました。

一般職員の綸与・退職手当に関する条

　

例の一部改正

　

8月の人、屯院勧告および地方公務μ

　

共済組合法の施行によって、職はの

　

給与。諸手当。退職手当が國家公務

　

具に準じて改正されました。

大野市防災会議・災害対策本都条例の

　

飼定

　

大野市地域の防災計画や災害救助対

　

策を強化するため、防災会議・災害

　

対策本：部の組織運営に必要なことを

条例で定めました。

機会会議規則刀一郎改正

　

これまで請願は、議会開会日の1週

　

間前までに出すことになっていたそ

　

の期限がなくなりました。

財産処分

　

（イ）一咋年の災害で廃校となった上

　

打波小池分校を元小池部落に無償で

　

j疸。

　

（ロ）人野気i通報所のI嘴舎。事務断

　

を無償：で気象協会に譲渡っ

　

（勺横下にある巾の住宅（木心瓦ぶ

　

き二附建、62平方77・）を。一般競争

　

人札により処分することになりまし

　

た。

譲負契約の締結

　

尚徳中学校のi内体操場の新築工事

　

を、哀柄組と2T－488ま万円で契約する

　

ことになりました。なお着工は37年

　

11n、完或は38年8月となっていま

　

す。

36年度決算認定は継続審議

　

同議案は8名の決算委員によって1

　

月議会までに慎重に審査されること

　

になりました。

　

一般会計では歳人決算額6億2千55JJ゛

　

6干757円、歳出決算額5億9子290万

　

3千3la円となっていて、差引残金2

　

T－765リ3T・427円が37年度へ繰り越

　

されています。

監査委員の選任

　

37年12月23ロで任期満了した斎藤政

　

雄委はの後任に長瀬淡氏（71）が選任

　

されました。

成人式は3月15日

　

1月15日は喊人の日で、全国各地で

成Å、者の前途を祝沁4する催しがまjりかれ

ます。当市では遍くへ出かせぎに出て

おられる方が多い上に債雪の期間でも

ありますので、2ヵ月おくれて5月15：］

ぼ。成人式を行うことになっています。

ことし成人される方は、市内で736名

（男518人、女418A、）おられます。

　

なお、市ではっぎのとおり成人者感

想文を募集していますからふるって応

募してください。

題名E成人式を迎えて」

内容私は将・采こんなノ、になりたい

　　　

私はg治ミの社会に対してこう

　　　

思う

　　　

その他詩・俳ll」など

応募資格市内の新成人者（昭和le

　　　

年生）

原稿4X字詰原隔用紙5枚以内

締切2月末日

提出先大野市教育委員会

　　　　　

社会教育課

入選作品には記念品を贈¶11します。
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本格的な機械化農業へ
区画整理に着手

　

下庄の上、下中野、

西市、庄林の4部落

は全国でも数少ない

農業構造改善事業の

ノ1イロツト地域（補

助対象地区）に指定

され、さる10月には

農林省の事業仮認定

を終え、初年度事業

として、工費2千880

万円で43．22haを、

一区画30～印αの区

画整理に着手しまし

た。起工式は12月7日におこなわれ、

現在3月末完成を川ざして工事が急が

れています。

　

この事業は、農協が1五体となって、

3ヵ年計画。総工費8千813万円で水田

67．22haの区画整理を行なうとともに

大型農機具の導入や共同施設を完備し

て、水稲の大幅な宵ノJ栽培を行うこと

になっています。初年度として中野14

．13ha、庄林21．31ha、西r1j7．78haの

区画整理事業と。上中野に期司育苗施

設（建坪123平方m、鉄骨今7造り、ビ

ニール二重張り）、それにド中野のド

鹿線束側に大型穀物た燥場（循環式15

石乾燥機8台）を新設することになって

います。

　

事業完成後は、しろかきから植え付

け、防除、収穫まですべて機械で行わ

れ、労力はこれまでの3分の1てすまさ

れるようになります。

　

（り頁はブルトーザによる区画然理）

有権者確定数27，237名

第27投票区を新設

　

ことし一年間使川されるJぷ4ヽ：選挙Å、

名簿はさる9月15日現在でっくられ、

15口間の縦覧期間を経て12川20日に確

定しました。名簿にぴ録された有権行

数は2リ7T－237名で、昨単に比べて男

26ト人、女258人、増り口しています。

　

なお投票区が一、ぷ変更になり、鍬掛

が3j々票区（有南小）へ、これまでの小

池部落がなくなったので、19投票区（

和光園）へ篠察ヒ、1’Lゆ；、榎がそれぞ

れ知人。涜井町1．2、曙、新栄町を27

投票区（城東会館）として新、没しまし

た。投票区別有権行数はっぎのとおり

投票区 有権者数 投票区 有権者戮
】有西小 3．030 15吉分校 551
2浄勝寺 1．654 16五箇出張所 151
5有南小 3．179 17下打波小 153
4円徳寺 2．989 18上4f 208
5小山小 1．178 19和光園 520
6乾側小 898 20阪谷小 1．052
7下庄小 2．067 21松丸小 692
8庄林小 640 22六呂師小 566
9中保小 792 23富田小 1．825
10上庄小 1．812 24蕨生小 643
11若生子小 188 25森目小 365
12宝慶か小 98 26嵐小 54
13本の私分校 651 27城覗会館 991
14五条方分校 550 計 27．237

国鉄駅前舗装成る

市道の一部も

　

37年唆市qt独の都市計画事業として

I1月に総工費404万円で国鉄駅前広場

をはじめ、、有道40477zの舗装工蛮に着

手し12月末完成しました。舗装された

場所は次ぎのとおりです。

軋回592．15ヽF方霜、、フスフフ・し卜

　　　

鮪装

歩道335．4ヽF方脚、アスファルト

　　　

簡笏鮪装

○巾道

呑こ日上森岡雑貨男浪から上73／≪

神明上高岡巾輛・川4から上loom

神明下山工神社のお堀前から下

　　　　

＼S＼m

四番下西山菓子「占ま箭からド100加○国鉄駅前

（町：頁は舗装成った旧鉄駅前と四番ド）

どうぞ料理教室へ

　

先1」、有終南咬の工作室を改造して

料理教室を新設しました。教室には調

理に必要なあらゆる設備がととのえら

れていて、約50名収容できます。

　

この施設は。家庭の台所をあずかる

婦人の方に、栄養に吋する知識を深め

ていただき、全國的に劣る（36年調べ）

といわれる体位水準を高めるとともに

あすへの食生活の改善に役立てていた

だくために作られたものです。

　

使用ご希望の万は5日前に南咬を通

じて、教育委ほ会に申し込んでくださ

い。なお使用規定は十分守ってくださ

ミ、’％

証書や帳簿に印

紙をお忘れなく

　

睦4桁の動きを証明する、引か11帳節

に印1をはらなけれぱならないことは

すでにごぴじのことと思いますが、印

紙脱は］知らなかった］ではすみませ

ん。検査を受けて、はってなかったこ

とが兇っかれぱ容赦なく罰せられます

から、くれぐれもご注意ください。

　

なお印紙悦法には、つぎの場合は、

はらなくてもよい定めになっています

1．受収μの記繊金高が3千円未満のも

　

のや、記載金高のないもの、または

　

営業に関係したいもの。

2．一度に多M：の証μ、帳簿を作成する

　

ので手数をはぷくため特別な納税方

法をとつだとき。なお騨しいことは

脱務習でおたずねください。

精薄者の実態調査

福祉更生のために

　

情神溥ぶJ行咄陸法が施行されてから

2年余りになりますがまだ一般に理解

されていないうらみがあります。この

法律は、精蒔者に対し適切な援護指導

を行うことによって、社会経済の活動

に参加できるように、また必要な保護

を行なって、その人のしあわせを図る

ためにっくられたものです。。

　

これまで晴蒔者については他人ごと

のように思われていたようですが。精

薄者のほとんどが妊娠中や出産時の障

害、生後における栄養障害や脳炎など

の病気、あるいは頭部の外傷によるも

のが多く、人体701が生後の原囚から

だといわれていますっ軽度の行は特別

の教育を受けると、ある俣度まで作業

ができて自立することが呵能なので。

気の心なこのなたちのためにおノJ添え

をお噸いします。福吐事務叫では、こ

の方たちの実態調査を行ない、適切な

保護、指導をすることになりました。

家族の方は夕H

協力ください。

あほなこっちや／

　　　

スキーシーズン

「お待らしております」

スキーヤー殿一整骨院－

アホナコッチャ．／

ウ
サ
ギ
の
た
わ
ご
と

　

″
わ
が
輦
は
猫
で
あ
る
″
と
言
え
ば
夏
目

先
生
を
思
い
出
す
が
、
か
く
言
う
わ
が
輦
は

そ
の
猫
の
大
親
分
の
虎
君
か
ら
バ
ト
ン
を
受

け
っ
い
だ
ウ
サ
ギ
で
あ
る
。
あ
ら
た
な
る
こ

の
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
っ
き
あ
い
の
ほ
ど

を
お
願
い
す
る
。
考
え
て
み
る
と
、
わ
が
ウ

サ
ギ
族
は
ず
い
ぷ
ん
人
間
様
と
は
占
い
な
じ

み
だ
。
先
ず
″
イ
ナ
バ
の
白
ウ
サ
ギ
”
と
し

て
古
事
記
に
、
先
祖
が
登
場
す
る
。
そ
れ
に

　

″
カ
チ
カ
チ
山
″
″
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
″
（
あ

あ
、
な
ん
と
い
み
じ
く
も
な
つ
か
し
き
物
語

り
で
あ
る
こ
と
よ
）
そ
し
て
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
こ
め
て
眺
め
る
中
天
の
月
に
、

わ
が
輩
の
餅
を
つ
く
姿
が
見
ら
れ
よ
う
と
い

う
も
の
。
人
間
様
以
外
に
餅
を
つ
く
な
ど
と

い
5
芸
当
の
で
き
る
の
は
ウ
サ
ギ
ぐ
ら
い
な

も
の
だ
ろ
う
て
。
正
月
に
餅
は
っ
き
も
の
。

そ
こ
で
こ
と
し
は
月
世
界
よ
り
餅
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
考
え
た
が
、
”
死
の
灰
″
と
か
い
う

い
や
な
や
っ
が
ウ
ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い
る
の
で

や
め
た
。
こ
と
し
こ
そ
は
純
白
の
わ
が
輩
の

よ
う
な
き
れ
い
な
空
気
に
し
た
い
も
の
だ
。

　

と
も
か
く
も
生
き
て
ゆ
く
う
え
に
、
″
し

き
た
り
タ
と
い
う
も
の
を
も
う
け
、
思
い
を

あ
ら
た
に
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。
そ

の
意
味
で
元
‐
一
に
当
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
、

意
義
の
あ
る
、
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ

ン
プ
の
心
構
え
を
共
に
持
と
う
で
は
な
い
か

ケ
ネ
デ
ィ
君
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
μ
に
も
お
願

い
し
よ
う
。
ウ
サ
ギ
の
く
せ
に
生
意
気
な
I

ぬ
か
す
な
、
と
叱
ら
れ
る
む
き
も
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
が
、
別
に
ト
ソ
が
す
ぎ
た
訳
で
も

な
い
。
ま
あ
そ
こ
は
そ
れ
″
ウ
サ
ギ
の
だ
わ

ご
と
φ
。
奥
越
電
源
開
発
も
決
ま
っ
た
と
の

こ
と
、
幸
先
よ
い
年
で
は
な
い
か
。
大
野
巾

の
躍
進
、
お
互
い
の
し
あ
わ
せ
を
願
い
、
明

か
る
い
も
の
ば
か
り
の
十
人
ニ
ユ
ー
ス
で
う

ず
ま
る
年
で
あ

る
よ
う
期
待
し

た
い
。
い
や
ま

っ
た
く
。

3千万円で

亀山公園を開発

　

市は37年度から5ヵ年計画、総工費

3千び円で、勉山公園の全面的な開発

を行うことになり、本年唆事業として

工費200り゜円で、歩道539．6Wの改修と

石積みコンクリート階段2ヵ所とコン

クリート橋2つの新設工lfがこのほど

完成しました。

　

開発計両によると、柳廼社から頂上

広場までの車道の新設、亀山を一周す

る歩道の改修、広場の整備6ヵ所、便

叫の新設3ヵ所、照明施設の整備40ヵ

所と、公園一帯に桜、つつじ、山吹、

アジサイなど10種類あまりの観賞樹木

の植樹を行ない、自然公園として名実

ともに一新し、市民の憩いの場として

おめみえすることになっています。

　

（’リ貞は完成した階段）

検察
協力会大野支部が発足

　

口丿法の民ロヒをはかるため、検察郁

たは制llが設けられ効米をあげていま

す。この審だけに協ノJするため、以前

に簾たはをやった方ばかりが渠って、

去る日月10日に柘団：検察審だ協力会大

野支部が発足しました。

検察審査員とは

　

選挙権を有する人の中からクジで選

ばれたH人で構成され、その任期は6

ヵ月です。主な仕事は窃盗、詐欺、暴

行などを働いた犯人を、検察’l‘y等が起

訴しなかったとき、検察審査員会が調

査の上、検察官に通知して裁判を受け

させる仕組になっています。

みの又林道完成

　

みの又林道、1千160加の開設工事は

一昨年10月に総工費1千700／jま円で着工

いらい、1甲3ヵ月で、このほど完成し

ました。

　

’川設工嘔は、36年度中に完成する予

定でしたが、中飼から打波発電所取り

人し間の3千600房の既設林道の災害復

旧のために工iミljがおくれたので、56・

37年の2ヵ年継続事業となったもので

す。この谷は奥が深く、昭和18印5川

に石敲自との県境で地すべりが起こり

打波では、家屋の流尖や死傷者を出し

たことがあり、治山治水事業の推進に

も、又一帯にねひる森林資源の搬出に

も、なくてはならないものです。

　

巾では今後、継続事業として、さら

に5千肌延長する計画です。

　

ぐ’j貞は完成したみの又林道）

県下初の受給

松田さんに障害年金

　

新河原の松田清子さん（33歳）に、県

下では初めての拠出制圓民年金による

障害年金（年額2万4千円）が12月から支

給されることになり、12月20日に巾長

から年金証書が手渡されました。

　

松田さんはさる10月、農作業中に右

手の5指を切断し、不幸な身となられ

たので、今後保険料をかけずして、障

害年金を終生支給されることになった

ものです。

　

このほか市内では、拠出制年金のほ

了年金を受けておられる方は6名あり

ます。国民年金に加入して保険料を完

納してさえおれば、不ヽ叶な事故があっ

たときから。障害、母子、準け子遺児

年金が支給されます。

　

旧民年金に未加入の方は。すぐにIJ口

人手続をし、保険料を続けて完納され

ることをとくにお勧めいたします。

奥越観光協会発足

　

奥越観光協会の設立総会は、12月17

日に市役所で、商工会議所、交通機関

旅館業者など関係者多数が参加して川

かれ、事業計画や役はを決めましたっ

　

この協会は和泉、西谷、大野の二、μ

村が一体となって、奥越の観光資源と

債極的な観光客の誘致をはかるために

設立されたものです。おもな事業とし

て、スキー客の誘致と受け入れ、奥あ14

観光地の宣伝と新らしい土産品の生唯

六固

ング、荒島、白山ひ山客の誘致、郷ll

民芸大会と奥越めぐりサイクリングの

実施などで、会長には大野商工会議所

会頭が選ばれました。なお事務所は人

野商工会議所内にありますから、観光

関係についてお気付きの点は、事務所

まで申し出てください。
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